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区民に冷たい区政

区民目線をつらぬくのは

財源になる「財政調整基金」は

朝の寒さも少し和らいできました

介護保険制度がはじまった
2000年以降、特養ホームを１つも作らな
かったのは２３区でも目黒区だけ

財源になる「財政調整基金」は
区民の税金なのだから区民

２０００年から１つも建設していなかった特別

養護老人ホームも日本共産党が住民運動や署名活

動も含めて区政に訴えてきました。その運動が実

を推進力となって、３か所３４６人分の特別養護

老人ホームの建設計画を作らせることに成功し、

建設がはじまりました。ですがまだ十分とは到底

いえません。さらに増やしていきます。また、一

方で介護保険料や国民健康保険料は値上げの一途

をたどっています。

こんにちは

ゆうき です！
住所：目黒区南3丁目在住 TEL： 090-4206-2048
公開中！お問い合わせ✉＜imokawa007@gmail.com＞

区政はダメ！！！

をつらぬくのは日本共産党です

は５年間で３倍２００憶円超
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２０１８年の１２月議会でも新たに２つの区立

保育園の廃止が決定しました。区民の求めている

のは区が責任を持つ区立の認可保育園です。区民

の声は本当に議会に届いているのでしょうか。

「廃止」の動きは今すぐやめるべきです。

加えて小中学校の給食費無料化に向けて「まず

は教育費負担のふえる中学生の給食から無料にし

よう」と日本共産党が条例提案するも、たった１.

６憶円でできる提案を、自民・公明などが反対し

は５年間で３倍２００憶円超
区民に還元すべきです

“区民の求める区立保育園”
「廃止」の流れを今すぐやめよ

６憶円でできる提案を、自民・公明などが反対し

否決してしまいました。



手探りで対応がスタート
初めの相談はちょうど一年前、「医療費控除」

の相談でした。年末調整済みの申告に対して医療

費控除を適用させるために別途書類を作成し、送

るというものでしたが、私は相談者と一緒に考え

ながらどうにか書類提出までこぎつけた感じでし

た。本当に自分でも「こんな調子で大丈夫かな、

「なんでも相談

改めて「大切な

た。本当に自分でも「こんな調子で大丈夫かな、

スムーズに対応できなくて申し訳ないな。」とい

う気持ちがありました。加えて「障害年金の申

請」の相談など今までに知らないことばかりの対

応が続きました。

小さな「できること」を増やして
児童遊園の階段の補修。カーブミラーがみえな

いほど被さる木々の相談など。小さなことを区の

担当者と連携をとりながら対応していき、だんだ

んと流れが分かってきました。

大切なことは・本人の「納得」
相談の中には、本人の望む結果にならないこと

もありますが、一番大切なことは本人が「納得」

※芋川（星見）事務所なんでも

・毎週火曜日

19時ー20時受付（相談は21時まで）

・原町2-22-12 芋川（星見）事務所にて

・TEL:090-4206-2048

弁護士による無料法律相談も有

するまで一緒に対応していくことだと実感しま

相談」携わって１年

な活動」と実感
した。どこに相談していいかわからない、こんな

こと相談していいのだろうか。

ぜひ来てください！その相談が区政を変えていく

ことにつながります！！

なんでも相談
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にて


